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2017 年度前期修繕のまとめ 

 ２０１７年４月-９月 

各種修繕対応した結果を記録する。 

１．教室のインターホーン受け不具合の対応 

 教室内に設置されているインターホンが正常に作動しない時がある。 

  原因は、これまでの経験上、電源ラインの接続不良の場合が多い。 

 

         本体への電源ケーブルが 

         左図のようにモール内を 

                           経由して接続されている。 

                           

 

←モールカバーを取り外した 

 状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カバーを外すと写真のように途中でコネクタで中継接続されているのである。 

本来はこういった接続方法は問題なのであるが、各教室インターホンがこういった 

接続方法が取られている。電源プラグの抜き差しやケーブルの引っ張りなどで 

コネクタ部分が外れて不具合が生じるのである。 

 対応としては再度コネクタ接続で正常に戻る。 
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２．西昇降口前のコンクリート破損の修理 

 昇降口前のコンクリート部分が亀裂や破損しているので修理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

乾燥生コンにて亀裂部や破損部の補修、補強を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期的に、校内のコンクリート部分（階段など）を確認して不具合には早急に 

対応するように心がける。（完全確保の為に） 
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３．西門通用口の鍵解錠時の注意点 

 西門の通用口の解錠をする際に、南京錠をロック機構から取り外して 

 日中は常時、開とするが、その際に南京錠をロック機構から外した状態で 

 取り付けていると、ロック機構本体部がネジが破損する場合が多い。 

 その為に、解錠後の南京錠の取扱は以下の写真のようにする事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南京錠をこちら側に 

掛けないようにする。 

必ず、ロック開の状態で 

南京錠を止めておくよう

にすること 

南京錠の正しいかけ方 



 4 

４．入学式準備 

 入学式の際に、当時の朝に校門正面に看板を立てかけること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この看板は体育館壇上の右奥に通常、保管されている。回数（ex.71）の部分は毎年 

張り替えること（前年度の卒業式看板の回数を取り外して入れ替えるのがベスト） 
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５．雨水ますの破損修理 

 校内には雨水ますが設置されているが、年数などにより劣化破損している場合が 

あるので、定期的に点検を行い不具合個所について状況に応じて修理対応をする。 

 

        保健室前の校庭雨水ますの 

        写真のような破損があったので 

        修理手順を記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

破損部の周囲にコンクリートを流す型枠を作成する↑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      乾燥生コンは原材料で施設課より支給 

      を受けることが出来る。 

                     コンクリートが十分乾燥したら型枠を 

      取り外して完成 
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６．外トイレ内の掃除用具掛け製作取付 

 西門近くに外トイレ（男女）が新設されたのが、掃除用具掛けが男子トイレ内しか 

ないので、女子トイレ掃除の際に不便である事などから掃除掛けを製作した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 外トイレ外観      男子トイレ内 

 

 

 

 

 

 

 

  女子トイレ内の内側に掃除用具掛け部材を取付 

 

 

 

      ブラシ 

     水切り 

     モップ 

     ホウキ 

     ちり取り 

     デッキブラシ 

 

     バケツ（トイレ内手洗い場の下部） 

 

 

     ※他に女子トイレのみ汚物入れ箱を３個設置 
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７．水路ブロックの修理 

 校内の水路ブロックの位置が破損していたので、施設課より代替え品を支給して 

もらい取り付けたので記録する。 

今回の例は、体育倉庫前の水路。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設課に部材を依頼する時に、サイズを採寸して依頼することが必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

破損した個所（不具合個所）には 

危険防止の為に注意コーンや注意書き 

などを修理完了まで掲示する事 
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８．高学年図書室のプリンタ修理 

 高学年図書室のカラープリンタ（リコーの GX3000）エラーメッセージ 

「インク回収ユニット交換」に対して、通常であれば回収ユニットを新規に購入 

して対応するのであるが、購入額が＠７８００+交換技術料（出張費など）とかなり 

高額である。無料（笑）で当方にて対応したので記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリンタ後部に回収ユニットがあり、これを引き出す。  真っ黒になっている 

 

 

 

 

 

 

 

回収ユニットの上部カバーを注意深く、開ける 

 

 

 

 

 

 

 

カバーの下にはインク給紙が見える   カバー裏に光電センサが見える 

 

回収ユニット交換メッセージは、この光電センサにてユニット内の汚れを感知して 

表示されるものであるので、センサ部及びインク給紙部の汚れを解消する事で 

改善されるのが理解できる。 
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結論的に、センサーがフェルトの反射率を見ているので、たとえ廃インクが少なくても 
期間が経つと下の方からインクが染みていってフェルトの上の方も白ではない 
という認識になるのが、このエラーメッセージの原因と考えられるのです。 

 以上のようにセットして元通りにカバーを戻して、ユニット本体をプリンターに 
再取り付けするが、最後に交換した事をプリンターに認識させる必要があり、その手順
を記録する。 
 プリンターの電源を入れて 
メニュー→システムセッテイ→インクカイシュウコウカン→完了 

  

 以上で、エラーメッセージは消える筈ですが、もし消えなかった場合にはごまかしの 

紙の状態が悪かった場合もあるので、再度最初からやり直しをする。 

 注意：廃インクが手や服、周囲に付着する場合があるので十分注意してください。 

 

 

 

 

 

 

この部分の汚れを 

光電センサにて検知

しているので、この

部分を良く清掃する

事が必要。 

清掃だけでは対応で

きないので、センサ

の動作をごまかすよ

うに処理する。 

真っ白な厚紙を用意

して取付する 
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９．プール目洗い場の対応 

 プールに目洗い場があるが、通常使用しないのと蛇口が破損している事から 

メクラ栓を取付することになったので記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本来なら、写真のように水栓プラグ（呼び１３）を購入して対応すればベストで 

あるが、メクラ栓（呼び 13）を購入して対応した。 
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10．扇風機故障修理 

 教室内の扇風機が動作しないなどの修理を行ったので記録する。 

扇風機が動作しない原因の殆どは温度ヒューズ断線か始動コンデンサの不良である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

扇風機本体カバーを開けると埃だらけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本体内部に温度ヒューズがあり 

これが断線していると動作しない 

温度ヒューズを取り外して 

線を繋ぎ復元すると右写真 

 

扇風機本体後ろに、温度ヒューズ 

取り外した旨を記録して復元する 

 

 

 

 

※扇風機は出来るだけ、夏休み中に一度オーバーホールを行うように心がける 

 

 

温度ヒューズ 
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11．倉庫扉取って部の修理 

 体育倉庫の白線庫扉取っ手が脱落して危険なので修理対応した。 
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12．危険部材保管庫の施錠対応 

  調理室の包丁管理、図工室の糸のこ、ノコギリなどの管理は従来は特に施錠 

せずに保管していたが、安全管理の一貫で施錠する対策を行ったので記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

包丁収納箱の扉部に施錠追加 

 

             図工室 

    カッター、小刀、糸のこの刃を収納できる 

    エリアに扉を取付けて施錠 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

図工室 

 従来のノコギリ収納棚を箱状に 

改造して密閉。更に施錠可能な 

 対策を施した。 
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13．環境整備の一環 

 鍵札の製作や防火責任者表示への対応を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  木札サイズは 30*130*3-4mm 
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14．プールコンクリート部修理 

 プール足洗い場などのコンクリート部分が破損や亀裂などがあったので、安全管理の

一貫として修繕したので記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  亀裂や破損の一部 

乾燥生コンにて亀裂部などを修繕 
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15．体育館下部窓ガラス修繕 

  体育館下部窓ガラス修繕を行ったので記録する 

 網入りクロスすりガラスを施設課にサイズ指定で発注して、入手後交換処理を行う。 

 

 

 

 

 

 

                            入手したガラス 

 

 

 

 

 

 

 

                            枠を取り外して 

                            ガラスはめ込む前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            ガラスをはめ込んだ状態 

 

 

 

 

ガラスと枠の隙間をシーリング材にて処理すること（前後） 

シーリング後は出来るだけある程度固まった状態で窓取付すること。 

体育館下部ガラス枠取り外すときには、中央部上部に枠落下防止治具があるので 

先にそれを外してから行う事。 
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16．環境整備の一環 

 

 

 

 

 

 

 

B 棟１F 廊下の下部壁側の部材剥離の修繕 

 

 

 

 

 

 

      教室の扉ロック機構の不具合 

 

      丸印のように、本体取付のビスが 

                   脱落している場合が多い 

 

                       定期的に確認して調整する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                              6 月 30 日 

                               茅の輪飾り 

                               給食室通路 

 

 

この取付ビスの締付具合に 

よりロック機構の上下動作が 

正常に作動しないので、必ず 

調整しながら締付を行う事 
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17．ミシン足踏み器の修理 

  被服室にあるミシンを定期的に業者に点検依頼しているが、その時に不具合として 

足踏み器が動作しない（断線だろう？）ということで、交換購入すると@15000 ぐらい 

の経費が発生するとのことで、無償（？）で修理したので記録する。 

 

 

 

 

                          断線個所のケーブル被覆を 

                          剥がした状態 

 

 

 

 

 

 今回の不良は２台であったが、それぞれ電源ケーブルの断線であった。 

 

 

           

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ケーブル被覆を剥がして、切断部の芯線を半田付けして更に保護して元に 

戻して正常に動作する事を確認。 

 

 

１台目不良個所 

２台目不良個所 
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18．プール防風ネット対応 

   防風ネットの破損個所が３個所有り、夏のプール開きに合わせて施設課より支給

してもらった垂木とすだれを利用して一時的な防風対策を行ったので記録する。 

 

 

        破れた防風ネット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

垂木を上部２個所に渡して、その上に「よしず（すだれ）」を渡して、数カ所針金で 

止めて固定する。 

 

※プール利用後は（９月）には取り外して、垂木及びよしずをプール倉庫内に保管する 
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19．教材時計の修理 

 教材で使用する時計の回し軸の不良があったので修理したので記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１台目は、針回し軸の脱落の修理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２台目不良個所 

回し軸のバネ破損で軸を

回しても長針、短針が正常

に連動しない。 

 

バネを製作して取付して 

連動するように修理 
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20．掃除用具掛けの製作 

 開放団体清掃で使用する用具掛けがないので、新規に製作したので記録する。 

取付場所は、プレハブ外階段下とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

                         今回使用したフック仕様 

 

竹ホウキ：５本  ゴミ収集バケット１個  収納箱（ゴミ袋１０枚、軍手５セット） 

 

※定期的に、ゴミ袋枚数の確認を行い補充すること 

  但し、黄色袋（有料）なので不用意な使用でないことも確認する事 

※軍手も不足がないかを確認する 
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 21．鍵収納製作 

 学校施設の施錠鍵の保管方法がばらばらだったので一括して保管管理できる 

ように鍵収納枠を製作したので記録する。 

収納すべき施設数は約３０近くあるので、それら全てを収納できるものとする。 

鍵は木札（30*130*5 サイズ）にφ27 リングを介して取付保管とする。 

今回製作したのは、収納可能数は４２、理科室用として１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に、管理場所（引き出し）に収納した状態は以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ６＊７枠 

 

                   １枠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このエリアは 

理科室鍵収納部 
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22．ランチルームのすのこ 

 ランチルームの水場にすのこが置かれているが、一部破損などがあり正常な 

すのこの役目を果たしていないので、施設課に依頼して新規に入手し取り付けした 

ので記録する。 

尚、このスノコは他のところ（各廊下の水場、トイレ入り口）と共通である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ←支給された「すのこ」の１マス 

 

           他の水場、トイレ入り口なども共通なので 

           めくれや破損部分があれば交換処理を行うようにする 

           補修部材は、作業室に保管 
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22．掃除用具扉の取っ手 

 各教室などに設置されている、掃除用具庫の扉の取っ手は比較的頻繁に破損や 

脱落などの不具合が見受けられる。都度、修理対応するが取っ手部材の有無や 

場所によっては取付サイズなどの違いがあり、意外と共通性がないので注意が 

必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

※取っては在庫がないので、必要に応じてホームセンターなどにて購入する 

  →副校長と事務員と相談する。場合（メーカ、型式、サイズ）により 

   施設課より原材料支給も可能 

 

 

掃除用具庫は毎日扉の開閉を行う関係で、取って部、扉ヒンジ部の破損が多く発生 

するので、定期的に（夏季、冬季休業中）点検して不具合の事前防止に努める。 

 

 

 

 

 

サイズが違うので 

取付穴移動 
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23．管理一般 

■産廃回収の管理 

年２回（７月、１０月）に産廃回収があるが、事前に申請した産廃リストに基づき 

業者に回収してもらう形となる。（必ず申請した産廃リスト品のみを出す事） 

 

 

 

                             廃プラ回収の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■菜園の管理 

西門近くの菜園（４年生）では、毎年ツル科の植物を栽培している。 

ヘチマ、ヒョウタンを左右交互に植える場合が多いが、その際にツルが 

上部に絡まるように誘引紐を取付ける必要がある。学年で麻紐などを準備し 

誘引するが、技能員として事前に麻紐などを取付しておくとよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栽培観察や記録学習のために、雑草などは児童に任せるのが賢明であるが 

依頼があれば、雑草などの処理を行うように心がける。 
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■ ベランダ雨水排出口の清掃 

 各教室のベランダ部に雨水排出用配管があるが、排出口がつまり正常な排水が 

出来ない場合があるので、定期的に確認し清掃する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               ベランダで栽培などを行う場合があるので 

               その際、水やりなどで土類が流れ詰まってしまう 

               が原因（枯れ葉なども） 

 

 

 

つまり 

排水口 

つまり 

排水口 

つまり排水口からこの

本管に接続されている 
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 ■散水受け口の不具合 

 校庭にはプールの水を利用した散水受け口が５個所あり、校庭の乾燥状態 

あるいは当日の気温の上昇などで散水器（プール内に２器保管）にて散水を行う 

が、場所によって接続部が砂などで埋まっている場合とか、散水余剰水排水口が 

詰まっている場合があるので、定期的に確認し対応する。 

 今回（2017-7 月現在）１個所の散水器接続部が腐食にて穴が開き漏水する 

不具合が生じているので、その個所の使用は修理まで使用禁止とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※レバーを開かなければ 

 特に漏水することはない 

 

 

※この写真のように受け口内部に 

砂などがないようにすることが 

必要 

 

余剰水 

排水口 

散水器接続部 

この周囲に穴が 

開いて漏水する 

不具合 
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24．黒板消しクリーナーの清掃 

 黒板消しクリーナーが廊下や特別教室などに配置され使用されているが、 

チョーク粉の清掃は随時、児童による清掃で対応しているのが現状である。 

しかしながら、半年近く使用しているとクリーナー内部の吸引モータや回転部に 

付着して正常な動作が望めない状態になるので、定期的に分解しエアブロアーに 

より清掃やフィルタの清掃を行う事が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ※分解してこのフィルターの洗浄清掃をする 

 

 

粉吸引の集合袋の清掃も行うと同時に、作業室内にあるコンプレッサーを利用して 

本体内部の清掃を十分に行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     黒板消しクリーナーの原理 

 

 

 

本体下部のこの部分内部に 

フィルターがあり、吸引した粉

を直接排出しないようになって

いる 
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25．プレハブ体育倉庫の扉 

 プレハブ階段下に体育器具倉庫がある。この倉庫の扉のロック機構は鍵と 

押しボタンによる特殊なもので、使用状態により扉開閉の際に戸車に過度な 

負担がかかり、戸車破損などの症状が出る。その際には戸車を交換処理する 

のであるが、戸車がメーカー品なので在庫が無ければメーカより取り寄せる 

必要が出てくる（江成屋金物店を介して入手可能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 扉を外して戸車を見ると 破損しているのが判る 

 

 

              破損した戸車 

 

 

 

              新品の戸車 

 

 

 

 

 

一個所の取付ビスで簡単に交換することができる 
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26．教室窓クレセント交換処理 

 教室窓締め用としてのクレセントが破損して交換する必要が出てきたときに 

もし、取付ビスが抜けなくて途中で切断してしまった時の処置を記録する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 丸印部が破損      丸部分がネジ切れ  ドリルで切れたネジ部に穴を開ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          新規にクレセントを取付 

開けた穴に必要なタップを立てる 

 

 クレセントは形式、メーカを指示して施設課に必要個数依頼する事が出来る 

 （原材料支給：副校長より依頼となる） 
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27．給食室内危険表示 

 １年に一度夏休み中に室内の危険領域表示を塗装し直す必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塗装エリアからはみ出ないように養生する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路標識用ペイント（作業室内に保管）を用いて塗装する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塗装後、約２時間過ぎぐらいに養生テープをはがすと完成 
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28．給食室出入り口扉のガラス交換 

 強化ガラス破損による交換処理を行ったので記録する（ガラスは施設課より支給） 

 

 

 

 

 

 

       取り外した本体から 

                   ガラスを外す 

                   シールゴムを外して 

                   上下左右の枠を外す 

 

 

 

 

         必要に応じて吸引パッドを 

         使用してガラスずれ落ちを 

                           防止する（作業室内保管） 

 

 

 

 

 

                   ←割れた部分 

 

 

 

 

周囲の枠を外して（あるいは緩めたら）ガラスを取り出す 

その後交換用ガラスを取り外しの逆手順で取り付けて完成 
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29．バンドソウ刃切断後の交換手順 

 作業室内にあるバンドソウの刃が切断する場合がある。その時の交換手順を記録する 

尚、替え刃は１本作業室内に保管してあるがなくなったら予備を補充する事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

切れた刃    上下左右取付ボルト  カバーを取り外した  刃挿入用ジグを外す 

を外す        後の清掃を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

刃の向きを合わせて取り付ける    

ノブを調整して回転部を下げると挿入しやすい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に回転させて異音、回転ぶれなどが無いかを確認する 
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30．脚踏み台の修理 

 体育館通路と A 棟外側との間にある溝に脚踏み台を設置しているが、年数とともに 

腐食などが生じてくるので定期的に交換処理を行う必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

溝は２カ所あるが今回は手前側の１台を交換処理した。 

溝は排水路を兼ねているため傾斜が付いているので脚の高さをその傾斜角度に応じて 

高さを調整して取り付ける配慮を行う事が必要 

 

部材は 12mm 厚コンパネ材を使用（原材料支給品） 

塗装も行う事 
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31．田んぼに防鳥対策 

５年生の稲作の生育に合わせて防鳥対策としてネット取付を８月下旬頃に行う 

 

 

 

 

 

 

 

  ８月下旬頃の稲作状態（出穂後） 

出穂後、３５～４０日前後 

（全体の籾（もみ）の９割が黄色）刈取 

 

 

 

 

 

 

 

支柱を立てる位置は固定（ネットサイズに合わせてある） 

 

 

 

 

 

 

 

 

              支柱は小倉庫内 

              ロープは大倉庫 

              ネットは小倉庫内 

 

 

ネット固定金具は 

作業室内 

 

ネットの高さは 

1500mm 以内 

 


